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研究要旨 
human T-lymphotropic virus type I (HTLV-1)キャリアの医療ニーズを明らかに

するために、HTLV-1 non-endemic areaにあるHTLV-1キャリア外来標榜2施設、HTLV-1 
semi-endemic areaにあるHTLV-1キャリア外来標榜1施設、HTLV-1 semi-endemic area
にあるHTLV-1キャリア外来非標榜1施設の、HTLV-1キャリア対応の実態を調査した。 
HTLV-1 に対する施策、社会の関心によって、キャリア対応ニーズは今後も高まる

と予想されるが、キャリア外来での相談内容等の概略を把握し、地域による HTLV-1
キャリアのニーズが異なることを明らかにした。 
本研究は今後の HTLV-1 キャリア対応のあり方を検討する材料となることが期待さ

れる。 

Ａ.研究目的 

human T-lymphotropic virus type I 

(HTLV-1)キャリアの医療ニーズを明らかに

する。 

 

Ｂ.研究方法 

研究参加施設 

 HTLV-1キャリア外来標榜施設 

 HTLV-1 non-endemic area 

東京大学医科学研究所 

聖マリアンナ医科大学 

 HTLV-1 semi-endemic area 

福岡大学 

 HTLV-1キャリア外来非標榜施設 

 HTLV-1 endemic area 

 慈愛会 今村病院分院 

 

上記研究参加施設におけるHTLV-1キャリ

ア外来開設時から2012年11月30日までの初

回受診者を対象に、症例調査用紙に必要事項

を記載する。 

 

（倫理面への配慮） 

患者の情報は「疫学研究に関する倫理指針」

に従い、個人情報を除いたデータのみ収集し

た。症例調査用紙は、各施設にて記入され、

施設内でのみ連結可能な状態で匿名化され

たもので、匿名化作業と連結リストの管理は

各施設で行うこととした。 

 

Ｃ.研究結果 

１．受診者数 

 
調査対象期間 男性 女性 合計 

東京大学

医科研 
2003/10-2012/11 104 272 376 

聖マリア

医科大 
2007/ 5-2012/11 8 40 48 

福岡大学 2010/11-2012/11 16 50 66 

今村病院

分院 
1988/ 3-2012/11 23 44 67 

 

 



２．HTLV-1 感染を知った経緯 

 献血が 30.1%と最も多く、次いで妊婦健診

が 23.5%、他病で医療機関を受診時の検査が

16.7％であった。 

 

３．HTLV-1 感染を知ってからキャリア外来

受診までの期間 

1か月以内が16.2％、半年以内が19.0％、

1 年以内が 7.7％であった。11 年以上も

18.0％あった。 

 

４．HTLV-1 キャリア外来を知った経緯 

 当該医療機関ホームページ 32.8%、紹介医

19.7％、新聞やテレビ等のマスコミ 10.3％

であった。 

 

５．受診の目的や相談内容 

 関連疾患発症の有無の検査目的が34.2％、

全般的説明（不安に対する対応、授乳の自責

など）が 17.1％、関連疾患についての説明

が 10.9％、生活上の注意点、発症予防法の

有無の相談が 5.6％、子供の検査についての

相談が 5,5%であった。 

 

Ｄ.考察 

 本研究により、HTLV-1 キャリア外来の実

態を明らかにすることができた。 

2012年 4月から妊婦健診にHTLV-1抗体ス

クリーニング検査が導入されたことから、今

後は妊婦健診関連での受診者が増加するも

のと考えられる。また、HTLV-1 感染を知っ

てから２年以上経過してからの受診が半数

を占めたが、これはこれまで HTLV-1 に関す

る社会の関心がなかった状況が、この数年に

大きく変貌したことと関係していると考え

られる。これまで HTLV-1 感染を知っていて

も、特に気に留めなかった、あるいはキャリ

ア外来の存在を知ることができなかったり、

HTLV-1 キャリア外来自体が存在しなかった

ために、感染を知っても受診することができ

なかった可能性が高い。 

相談内容は、上述の内容を含め 10 項目程

度に類別化できた。この情報は、まれにしか

HTLV-1 キャリア対応をすることのない

HTLV-1 non-endemic area での医療機関、保

健所等の対応マニュアルの作成にも役立つ

情報と考えられる。 

本報告書では詳細は割愛したが、HTLV-1 

endemic area で日常臨床としてキャリア診

療を行っていた医療機関では HTLV-1 

non/semi-endemic area のキャリア外来と

比べ、受診者の背景が異なっていた。これは

保健所や一線の医療機関での対応様態の違

いなどの種々の因子が関連しているものと

考える。 

 

Ｅ.結論 

 HTLV-1 キャリア外来の対応について、国

内の 4施設の実態をまとめた。 

 今後のキャリア対応の在り方を検討する

材料になることが期待される。 
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